
　認知症とは、脳に何らかの原因で障害が起き、脳の機能が低下することで「物忘れ」や「判断力低下」など、
日常生活がうまく行えなくなる「脳の病気」です。

　「認知症かも？」と思ったら、早めにかかりつけ医や専門医の診察を受けましょう。認知症には、いくつか
の種類があります。アルツハイマー型認知症や脳血管性認知症が多くの割合を占めていますが、認知症の種
類や症状によっては、早期に受診することで、薬で進行を遅らせることもできます。

　９月１日（月）から30日（火）、桂図書館で認知症に関する図書やパンフレット等を展示しています。
お気軽にお立ち寄りください。

　＜城里オレンジカフェ＞
　　日　時　10月18日（土）、12月20日（土）、令和８年２月14日（土）　いずれも午後１時～３時
　　場　所　フロイデ総合在宅サポートセンター城里敷地内 カフェ・インスブルック
　　参加費　100円
　＜桂オレンジカフェ＞
　　日　時　９月19日（金）、11月21日（金）、
　　　　　　令和８年１月16日（金）
　　　　　　いずれも午後１時～３時
　　場　所　フロイデグループホーム桂
　　参加費　100円

　認知症とは、脳に何らかの原因で障害が起き、脳の機能が低下することで「物忘れ」や「判断力低下」など、
日常生活がうまく行えなくなる「脳の病気」です。
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　「認知症かも？」と思ったら、早めにかかりつけ医や専門医の診察を受けましょう。認知症には、いくつか
の種類があります。アルツハイマー型認知症や脳血管性認知症が多くの割合を占めていますが、認知症の種
類や症状によっては、早期に受診することで、薬で進行を遅らせることもできます。

・石崎病院（東茨城郡茨城町上石崎4698）　☎029－293－7165
・汐ヶ崎病院（水戸市大串町715）　☎029－269－9017
・栗田病院（那珂市豊喰505）　☎029－298－1396
・志村大宮病院（常陸大宮市上町313）　☎0295－58－8020　
　上記を含め、県内13か所の医療機関が認知症疾患医療センターの指定を受けています。

近隣の認知症疾患医療センター（県指定の認知症専門医療機関）

新型コロナの罹患後症状について（後編）
～社会復帰支援等について～

城里町国保七会診療所　上井　雅哉

Ｄr. 健康コラム

　新型コロナの罹患後症状の治療の目標には、罹患前の心身機能を回復させるのみならず、仕事や学業
を含めた以前の社会生活に戻ることも含まれます。症状や回復の程度には個人差があるため、個々の状
況に応じたゴールの設定が必要です。
　理想的には、主治医は適切な専門家と相談して、患者（労働者）の症状、医学的または精神的状態、
個人または社会的状況と治療目標に基づいて包括的な管理計画を作成し、治療や療養支援、職場復帰を
含むスムーズな社会復帰への支援を行うことが期待されます。
　本稿では職場復帰の際に心がけるべき点について述べ、社会復帰支援にあたり有用と考えられる資料、
相談窓口を紹介します。

　社会的復帰のタイミングに関する一律的な基準はありませんが、例えば会社の産業医は病状の種類や
程度だけでなく、業務内容と照らし合わせて患者（労働者）と対話しながら遂行可能な業務の種類や就
業上配慮すべき内容について慎重に検討しています。特に職業は、職種だけでなく、業務内容や就業の
頻度、時間について詳細に知らないと就業上の適切な助言ができないためです。
　職場復帰に当たり、業務により疾病が悪化しないように務めることが大切であり、就業制限など仕事
や治療に対する配慮を必要とする場合があります。主治医は正確な医学知識と情報（判断の根拠）に基
づいて職場復帰の可否の判断や、具体的な症状に基づいた望ましい就業上の措置について適切な情報提
供を行うことが求められます。
　配慮の内容の具体例を示します。

以上のような内容の助言ができるかと思われます（最終的には事業者判断となりますが）。

○罹患後症状を抱えていても罹患前の社会生活が無理なく行えることが職場復帰の第一歩です。患者に
も無理なく過ごすなど生活上の注意点がいくつかあり、それらにつき参考文献巻末付録３「罹患後症状
でお困りの方へ」　第 3「罹患後症状からの社会復帰」によく書かれているので示します（あわせて職場
向けの助言も抜粋して掲載します）。

患者の健康や安全を脅かす状況への配慮（例：筋力低下のある患者の屋外作業の制限）
環境調整や障壁の変更、除外への配慮（例：疲労感・倦怠感の続く患者の就業時間の短縮）
本来業務を行う能力が損なわれた場合の配慮（味覚障害のある患者の調理作業制限）

●無理をすると身体への負担となり、体調悪化につながることもあります。医師と相談しながら、
休息と活動のバランスをとってゆくことが大切です。
●社会復帰のタイミングに決まった基準はなく、個々の体調に応じて調整しましょう。
●焦らず、症状の回復にあわせて、個々のペースで社会復帰をめざしましょう。

●復職には、罹患後症状に対する周囲の理解と配慮、環境調整等が重要です。
●体調が悪化する前の休憩が必要です。休憩時間、休憩場所の確保にご協力ください。
●本人と医師と相談し、どのような業務ならできるか、どれくらいの時間であれば業務ができるか、
などを確認の上で、業務の調整を検討しましょう。
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症状のある方の注意点

職場の方にお願いしたいこと

○医学的問題以外の相談窓口
　就労や経済的な問題、労災や診断書等の書類作成の相談については、病院の患者相談窓口等で対応で
きることもあります。
　また独立行政法人労働者健康安全機構　産業保健総合支援センター（各都道府県に設置）では、就労
継続や職場復帰に関する患者（労働者）と事業者（会社）との間の個別調整支援等を実施しているとの
ことです。
参考文献：厚生労働省「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き　別冊　罹患後症状のマ
ネジメント（第 3.1 版）」2025 年 2 月 26 日。巻末付録１「罹患後症状が続く場合に活用できる支援制度」、
２「新型コロナウイルス感染症の『罹患後症状（いわゆる後遺症）』に悩む方の治療と仕事の両立に向け
たご案内」、３「新型コロナウイルス感染症の罹患後症状でお困りの方へ」も参考にしてください。
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